
 H2Lの「BodySharing技術」とは、筋変位センサーや独自の触感提示
技術を活用し、手や腕等の身体情報をコンピューターと相互伝達する
ことにより、人やロボット、VR等の仮想空間へ体の動きを伝えたり、他
人の体験や仮想空間での体験を体に伝えることができる技術です

 5Gと組み合わせることで、様々なビジネスへの応用が期待されます

構想/研究段階

 H2Lとドコモが共同で、「BodySharing技術」と「5G」を活用したビジネ
スアイデアを募るコンテストを開催

 応募総数111件のアイデアの中から、13件の優秀アイデアを選出し、
プレゼンテーション形式による最終審査会を実施

 最終審査の結果、以下の3アイデアを表彰
 Grand Prize：『通勤時間0分！住む・働くを楽にするポータルを持つ
家』（株式会社ジブンハウス）

 Special Jury Prize：『ご当地キャラ5Gコロシアム』（株式会社博報堂
DYメディアパートナーズ・株式会社ピラミッドフィルムクアドラ）

 Special Jury Prize：『Driving skill checker』（富士通デザイン株式会
社）

H2L株式会社
株式会社ジブンハウス、株式会社博報堂DYメディアパートナーズ、
株式会社ピラミッドフィルムクアドラ、富士通デザイン株式会社

「BodySharing×5G アイデアコンテスト」
表彰アイデア

I-23

『通勤時間0分！住む・働くを楽にするポータルを持つ家』

ジブンハウス

『ご当地キャラ5Gコロシアム』
博報堂DYメディアパートナーズ
ピラミッドフィルムクアドラ

『Driving skill checker』

富士通デザイン

5G 5G

5GとBodySharingデバイスで

体の動きでキャラを操作
格闘の衝撃を体へ伝達

新体感のVR格闘ゲーム

BodySharingデバイスで取得した
運転のクセを教官とAIが判定し
リアルタイムに運転スキルを測定

車載カメラ映像

筋変位情報
（BodySharingデバイス）

5G

応募総数111件！ 3アイデアを表彰！

H2LのBodySharing技術とドコモの5Gを活用したビジネスアイデアを募集

【開催期間：2019年4月1日～6月30日】

BodySharingによりテレワーク利用可能職種

直接のサービス提供が必要な専門職でも
遠隔での技術提供が可能に

増
家の中にBodySharingと5Gを駆使した仕事場
＝ポータルを作ることで、「住む」と「働く」を切り
離せない従来のテレワークにおける課題を解決

【ポータルの構造】
 生体認証センサー
 VRギア
 曲面ディスプレイ
 制御PC


